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ご
か
ら
す
べ
て
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
」

と
、
新
日
本
技
研
西
部
支
社
の
田
淵
智
秀
設

計
部
長
は
振
り
返
る
。
国
土
交
通
省
中
園
地

方
整
備
局
広
島
国
道
事
務
所
が
管
轄
す
る
安

芸
バ
イ
パ
ス
八
本
松
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
橋

詳
細
設
計
業
務
の
受
託
後
、

c
I
M
(
コ
ン

ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

.
モ
デ
リ
ン
グ
)
の
試
行
対
象
に
選
定
さ
れ
た

こ
と
を
知
っ
た
。
社
内
で
は
3
次
元
設
計
の

経
験
は
あ
っ
た
も
の
の
、
本
格
的
な
導
入
実

績
は
な
く
、
西
部
支
社
が
初
の
試
み
だ
っ
た
。

同
社
は
設
計
範
囲
の
中
か
ら
、
長
さ
お

M

に
及
ぶ
鋼
単
純
合
成
鍍
桁
橋
の
橋
台
部
分
に

つ
い
て
、
配
筋
の
干
渉
チ
ェ
ッ
ク
ま
で
合
め

た
3
次
元
設
計
に
挑
ん
だ
。
設
計
業
務
の
管

理
技
術
者
で
も
あ
っ
た
田
淵
部
長
が
ま
ず
取

り
か
か
っ
た
の
は
、

3
次
元
設
計
ツ
l
ル
の

選
定
だ
っ
た
。

C
A
D
ソ
フ
ト
ベ
ン
ダ
ー
数

社
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
と
と
も
に
、
支
社

に
所
属
す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
3
人
を
ベ
ン
ダ

冴一

l
主
催
の
講
習
で
学
ば
せ
た
。

按

一

そ

の

1
人
が
今
回
の
業
務
で
C
I
M担
当

本
一
を
務
め
た
上
田
啓
一
郎
氏
だ
っ
た
。
「
3
次

日
一
元
の
操
作
を
覚
え
る
と
こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー

一
ト
で
、
当
初
は
ど
こ
ま
で
業
務
を
こ
な
せ
る

一
か
不
安
が
あ
っ
た
。
実
は
C
I
M
の
こ
と
も

一
知
ら
な
か
っ
た
た
め
、
概
念
も
含
め
て
知
識

を
習
得
し
た
」
。
モ
デ
リ
ン
グ
作
業
で
迷
え

ば
、
す
ぐ
に
ベ
ン
ダ
ー
に
質
問
を
投
げ
、
上
田

氏
は
走
り
な
が
ら
業
務
を
こ
な
し
て
き
た
。

3
次
元
設
計
に
取
り
か
か
っ
た
の
は
、
講

習
会
の
受
講
か
ら
約
1
カ
月
後
。
初
め
て
の

3
次
元
設
計
に
は
一
定
の
手
応
え
は
あ
っ
た

が
、
従
来
と
の
違
い
に
迷
い
も
生
じ
た
。
配

に
仕
上
が
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
2
次
元
の
発

注
図
面
に
出
力
し
た
場
合
、
そ
の
ま
ま
で
は

使
え
ず
に
調
整
作
業
が
必
要
な
部
分
も
あ
っ

た
。
例
え
ば
2
次
元
の
断
面
図
を
切
り
出
す

に
は
、
前
も
っ
て
鉄
筋
間
隔
の
す
法
を
入
れ

る
対
応
が
求
め
ら
れ
、
結
果
的
に
手
作
業
で

現
行
ル
l
ル
に
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

試
{
忽
宋
務
は
3
次
元
か
ら
2
次
元
を
出
力

し
た
が
、
将
来
的
に
3
次
元
納
品
が
実
現
し

た
場
合
、

2
次
一
五
デ
i
タ
は
不
要
に
な
り
、

設
計
の
成
果
自
体
が
違
っ
て
く
る
可
能
性
が

あ
る
。
田
淵
部
長
は
「
将
来
を
見
据
え
、
社

内
に
3
次
元
設
計
を
推
進
し
て
い
き
た
い
」

と
の
思
い
を
強
く
抱
い
て
い
る
。
試
行
業
務

を
機
に
、
あ
え
て
3
人
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を

講
習
会
で
学
ば
せ
た
の
も
、
そ
の
た
め
だ
。

既
に
仙
台
支
屈
で
実
績
が
あ
る
と
は
い

え
、
一
こ
れ
ま
で
は
担
当
者
レ
ベ
ル
の
自
主
的

な
対
応
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
初
の
本
格
的
な

3
次
元
設
計
と
な
っ
た
試
行
の
成
果
は
、
社

内
か
ら
も
大
き
な
期
待
を
集
め
て
い
る
。

「
こ
れ
か
ら
は
講
習
会
で
学
ん
だ
3
人
が
先

導
役
に
な
っ
て
水
平
展
開
を
図
る
。

c
I
M

へ
の
意
識
が
さ
ら
に
高
ま
れ
ば
、
今
後
は
3

次
元
ツ
ー
ル
の
充
実
を
費
用
対
効
果
の
側
面

か
ら
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
、
そ
の
先

を
し
っ
か
り
見
据
え
て
い
る
。

橋
台
部
分
の
配
筋
チ
ェ
ッ
ク
ま
で
確
認
し
た

要.0 必整調

筋
の
干
渉
部
分
を
図
面
上
で
一
つ
ひ
と
つ
確
ノ
の

認
し
て
い
た
2
次
元
設
計
に
比
べ
、

3
次
元

bHH'

は
自
動
的
に
把
握
で
き
る
。
菜
、
整
合
性

iH

が
厳
密
に
判
断
さ
れ
る
た
め
、
細
か
な
部
分
晶
芋

ま
で
モ
デ
リ
ン
グ
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
ま

が

作

業

上

の

負

担

に

な

っ

た

。

ぃ

，

u

従
来
の
慣
例
で
は
認
め
ら
れ
て
い
た
納
ま
に

り
の
精
度
レ
ベ
ル
も
、
デ
i
タ
上
で
き
っ
ち
孟
日

り
干
渉
が
確
認
さ
れ
る
と
な
れ
ば
、
鉄
筋
の
司
山

位
置
や
ピ
ッ
チ
を
よ
り
厳
密
に
設
計
せ
ざ
る
雨
天
一

を
得
な
く
な
る
。
田
淵
部
長
は
「
わ
れ
わ
れ
↑
ヒ

が
細
か
な
部
分
ま
で
描
け
ば
、
逆
に
施
工
者
.
吋
i

の
負
担
が
増
す
可
能
性
も
あ
る
。
特
に
鉄
筋
肉
冗

干
渉
の
部
分
に
つ
い
て
は
効
率
化
を
踏
ま
¥

え
、
一
定
の
ル
l
ル
設
定
が
必
要
に
な
る
だ

ろ
う
」
と
見
通
し
て
い
る
。

3
次
元
モ
デ
ル
デ
!
タ
は
満
足
し
た
も
の

精
密
な
精
度
が
施
工
の
負
担
に
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